第１７回　府政情報室会議の概要
日　時：平成２１年１０月５日（月）
　　　　・議題　府民の声の見える化について　　10:30～11:05
場　所：室長室
出席者：府政情報室長、広報課長、府民課長、情報公開課長
　　　　［府民課お問合せＣＧ］府民課参事、府民課主事
　　　　［広報課企画Ｇ］広報課総括補佐、広報課課長補佐、広報課総括主査
＜議題：府民の声の見える化について＞
【府民課長】
（前回の資料からの修正点を説明）
【府政情報室長】

前回の資料の方がよかったのではないか。いきなり効果論になっている。議員に説明することを想定してつくるべき。資料中の「検討課題」の部分は必要ない。

この制度は要綱でつくるのか、条例化するのか、利用を明らかにして決定しなければならない。今回の資料のタイトルは「論点の整理」ではなく「制度設計の整理」とするべき。

資料の一番下の表について、公職者からのものでも、現在、記録しているものと記録していないものがあり、これらを分けなければならない。たての欄が最初からきちんと分けられるのか。提言や働きかけの中にも適法なものと違法なものがあるのではないか。

【広報課長】

今回は違法なものの手前（公平公正でないもの）をどう処理するかを考えなければならないのではないか。
【府政情報室長】

退去命令が出るような一般府民はどの制度で記録しているのか。「公正職務執行確保に関する要綱」で記録しているのか。
【府民課参事】

（「公正職務執行確保に関する要綱」について説明）
【府政情報室長】

退去命令が出るような人は「公正職務執行確保に関する要綱」の中では想定していないのではないか。

【府民課参事】

「公正職務執行確保に関する要綱」は対象者を限定していないので、退去命令が出されるような人も含むと思われる。
【府政情報室長】
「公正職務執行確保に関する要綱」はもっと質的に違法なものだけを対象にしているのではないか。

【広報課長】

業務執行と公正職務執行は質的に別のものではないか。

【府政情報室長】

法務課に「公正職務執行確保に関する要綱」の対象を確認すべき。

大きな声で騒ぐこと自体は公正職務の執行を妨げるとは言えないのでは。

【広報課長】

声の大きさなどは公正職務の執行と関係ないのでは。声が小さくても違法なものは違法である。

【情報公開課長】

公職者から寄せられるものの中でもっと仕分けが必要。
【府民課参事】

神戸市の制度を念頭におくと、資料のような分類になる。

【広報課長】

神戸市の制度を念頭にして条例化というとそうなるが、公職者の中はもっと細かくパターン分けすべき。資料の分類では、一般府民と公職者や寄せられる声の仕分けがきちんとできているように見えるが、実際は仕分けができていない部分もあるのではないか。

【府民課参事】

寄せられる声の種類の分け方を修正します。
【府政情報室長】

そもそも、なぜ公職者の声を記録・公表するのかという理由が必要ではないか。
【府民課参事】

きちんと記録して、組織的な対応をしているということを示すため。
【府政情報室長】

この制度をつくる理由の中からその部分が抜け落ちている。まず、「組織的な対応していることを示すため」ということを資料の中に入れるべき。

【府民課参事】

「効果」と「理由」の整理が必要です。

【府政情報室長】

それらをもっとすっきりくっきりできないのか。公表の方法より、どういう声を対象とすべきかが重要である。その点は昨年度もずっと議論してきたので、議論の余地はあまり残っていない。ただ、言いたいことをどうまとめていくかが問題。

【府民課参事】

「理由」や「効果」の部分を整理します。

【府政情報室長】

前回の資料が悪いわけではない。前回の資料は検討資料のようなので、説明資料にして欲しい。

【広報課長】

文字数も多い。もっと簡潔にした方がよい。

【府民課参事】

今日の内容を踏まえて、取り急ぎ資料を修正します。
（了）
